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肢体不自由児者のＩＣＴ機器
の活用と可能性について

NPO法人支援機器普及促進協会 
理事長　　高松　崇
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自己紹介



主な活動と経歴
障害者支援　（電子情報支援技術（e-AT）と、コミュニケーション支援技術

（AAC） 
　　　京都市立　呉竹総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市立　東総合支援学校　　 特別非常勤講師 
　　　京都府　宇治支援学校SSC  特別支援教育京都府専門家チーム 

　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 
　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 

　　　ＮＰＯ　支援機器普及促進協会　理事長 
　　　 
教育支援   (情報通信技術（ICT）の利活用支援） 

　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　 
地域活性化支援　（ITを活用した経営改善・効率化） 

　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
　　　



18テトラソミー 
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常 （18番染色体が4本ある病気です）
の我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、京都府立向日が丘支援学校　小学部6年生の三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/


瞭のメカ好きは６才から始まりました。
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(Activities of Daily Living) 
(Quality of Life)

ADLからQOLへ



最新のAT



Using Google Glass to Caption Conversations



FingerReader



Talkitt - Start speaking freely 



OAK



tobii Glass2　5才児の視線



PCEye Explore - Play



Mind over matter. A wearable device that touches 
your mind.



Eye Play the Piano



eMotion Project



• HUIS REMOTE CONTROLLER



Eyedrivomatic for Hackaday Prize



ゆめ水族館



描いた絵が楽器になる「クラフトがっき」、iPhoneやiPad連携。
導電性ペンで自由にお絵かき、最大4人でセッション可



Moff Band



MaKey MaKey An Invention Kit for 
Everyone



MaBeee_Movie



The Cicret Bracelet Like a tablet...but on your skin.



AACとは・・・



表情や頷き 
ジャスチャーやサイン、指さし、 
手話、マカトン 
シンボル 
PCS、PIC、JIS、マカトン 
コミュニケーションボード、 
コミュニケーションブック 
VOCA、コミュニケーションエイド 
携帯情報端末（iPadなど） 

AACとは・・ 
(Augmentative & alternative communication)

ノンテク

ローテク

ハイテク



コミュニケーション

ちょっと考えてみよう

子ども達の困りって・・



択一



どっちを飼いたい？

どっとも嫌！
拒否できる権利



どっちが好き？

どっちでも良い！
意志表示しているように見える



はい いいえ

今晩食べたいものは？

はい・いいえだけで
聞き出して下さい。



どんな気持ちの時に使えばいいの？

うらやましい お腹がすいた

あごが痒いのかも・・



どんなに時に使えばいいの？

こんにちわ さようなら



どっちがゴミ箱？

自由度と難易度の見極め



冷たいお茶どっち？



同じ吹き出しでも意味が違う！！



手の位置でも意味が違う！

困る 暑い







何が違うの？

絵カード VOCA



PECS



どっちが支援が必要？

数十分かかって
「テレビつけて！」と入力

十秒足らずで
「テレビつけて！」と表示



どちらが自立？

職員室に入る時には
押せと言われたので
スイッチを押します

職員室に入る時には
自主的に会釈します



自立とは・・・



“障害者”というのは、「依存先が限られてしまっている人た
ち」のこと。健常者は何にも頼らずに自立していて、障害者
はいろいろなものに頼らないと生きていけない人だと勘違い
されている。けれども真実は逆で、健常者はさまざまなもの
に依存できていて、障害者は限られたものにしか依存できて
いない。依存先を増やして、一つひとつへの依存度を浅くす
ると、何にも依存してないかのように錯覚できます。“健常者
である”というのはまさにそういうことなのです。世の中のほ
とんどのものが健常者向けにデザインされていて、その便利
さに依存していることを忘れているわけです。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm

自立は、依存先を増やすこと
熊谷晋一郎さん（くまがやしんいちろう） 
小児科医／東京大学先端科学技術研究センター・特任講師 
1977年、山口県生まれ。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm


おもちゃと遊びの支援技術（AT)

コミュニケーションの原点を考えていくと、子どもにとって遊びの場面が
とても重要であることが分かります。他者との共感や共有の関係性、模倣
やイメージ力の発展、人と物と人との三項関係など、コミュニケーション
の基礎的な課題が遊びの場面にたくさん存在しています。

しかし、重度の障がいのある子どもは、自分から主体的に他の子どもたち
と関わって遊ぶような場面がありません。

そこで、これまで培われてきた多様な支援技術を生かし、ハイテク機器の
代わりにおもちゃをつなぐことで、重度障がい児の遊びの場面を拡大、充
実させることを試みます。どんなに障がいの重い子どもでも、楽しく遊べる
ようになれば興味は広がり、みんなの仲間に入って活動できるようになれ
ば、自然にコミュニケーションの力も発達していくはずです。

http://www.wakayama-u.ac.jp/~eda/newpage2.htmlより一部抜粋

http://www.wakayama-u.ac.jp/~eda/newpage2.html


子どもたちに、させたい事ではなく 

子どもたちが、したい事！





スタンス・意識の転換

当事者（子供）に負荷

支援者（教員）に負荷





タブレット端末を使う必然性はあるのか？ 

既存の支援と比較しないと必然性はわからない 
（＝いろいろな手段の選択肢を持つ）



指さし

選ぶ

絵カード

iPad



要約筆記

手話

口話法

LINE



代読

点字

青空文庫

VoiceDream



ねらいを明確に 

指導は柔軟に 

機材はシンプルに

国立特別支援教育総合研究所　金森先生より



「この子らを世の光に」 

糸賀一雄



参考書籍





「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 
国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」 「知的障害」



東京大学先端科学技術研究センター　　中邑 賢龍



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 魔法のじゅうたん

http://maho-prj.org/

魔法のランプ 魔法のワンド

http://maho-prj.org/


文部科学省 
発達障害のある子供たちのための 

ICT活用ハンドブック

特別支援学級編 通常の学級編 通級指導教室編

平成25年度文部科学省調査研究委託事業

ICT活用
ハ ン ド ブ ッ ク

通 常 の 学 級 編

通級指導
教室編

ICT
ハンドブック

平成25年度文部科学省委託事業

発達障害のある子供たちのための

活 用

Information and
Communication Technology



香川大学教授　　坂井　聡



日本肢体不自由児協会



http://npo-atds.org

http://npo-atds.org
http://npo-atds.org

